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令和5年2月14日（火）開催

第5回 在宅あるある会
アンケート結果

参 加 者 70 人
有効回答 43 件
回 答 率 61.4 %

問1 該当する所属機関を1つお選びください。

第5回 在宅あるある会

病院
15人

(29%)

クリニック（医科）
4人

(8%)

クリニック
（歯科）

5人
(10%)

薬局
12人

(23%)

訪問看護ステーション
1人

(2%)

居宅介護支援
事業所

8人
(16%)

介護サービス事業所
2人

(4%)

地域包括支援センター 1人
サービス付き高齢者向け住宅 1人
職能団体 1人
行政 1人

その他

第2回 多職種学習会（R4.12月開催）
講演
『地域一体型NST「高齢者」の食支援〜「食べる力」を高める多職種連携を構築する〜』

病院
8人

(19%)

クリニック（医科）
5人

(12%)

クリニック
（歯科）

3人
(7%)

薬局
6人

(14%)

訪問看護ス
テーション

6人
(14%)

居宅介護支援事業所
6人

(14%)

介護サービス
事業所

4人
(9%)

介護保険施設・
生活施設

2人
(5%)

地域包括支援センター 1人
職能団体（歯科衛生士会）1人
行政（保健所） 1人

その他

問2 所属機関の地域を選択してください。

苫小牧市
41人

(96%)

その他
2人

(4%)

問3 該当する職種を1つお選びください。

医師
4人
(8%) 歯科医師

8人
(16%)

歯科衛生士
3人
(6%)

薬剤師
11人
(21%)

看護職
2人
(4%)

栄養士
3人
(6%)

リハビリ職
5人
(10%)

ソーシャルワーカー
1人
(2%)

ケアマネジャー
9人
(17%)

介護職
4人
(8%)

事務職
1人
(2%)

第5回 在宅あるある会 第2回 多職種学習会（R4.12月開催）
講演
『地域一体型NST「高齢者」の食支援〜「食べる力」を高める多職種連携を構築する〜』

医師
3人

(7%)
歯科医師

3人
(7%)

歯科衛生士
4人

(9%)

薬剤師
6人

(14%)

看護職
8人

(19%)
栄養士

3人
(7%)

リハビリ職
3人

(7%)

ケアマネジャー
7人

(16%)

介護職
3人

(7%)

事務職
3人

(7%)
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問4 この一年間で在宅医療に関わった
ことがありますか。

問5 在宅あるある会の時間はいかがで
したでしょうか。

ある
28人

(65%)

ない
15人

(35%)

ちょうどよい
32人

(80%)

長い
8人

(20%)

問6・7 講演は参考になりましたか。また、その理由について教えてください。

・専門ではないため難しかった

とても参考になった
27人

(63%)

やや参考になった
15人

(35%)

どちらともいえない
1人

(2%)

・ケアマネジャーのアセスメントの視点に偏りがあ
り、栄養や食事内容、口腔の状況にも目を向
ける必要があることが分かった
・環境、機能・臨床検査でアウトカムの設定が
あったが、両方を考えて情報を整理すると良い
ことが分かった
・NST設立当初のことや、それぞれの役割を知
ることで今後苫小牧で在宅におけるNST設立
に向けてのイメージが今までよりも沸いた
・どんなことでも連携を行うことの大切さを学べ
た。現場を見にいき、患者さんの生き甲斐を見
つけられるような支援を行いたい。
・回復期リハに従事しているが、栄養状態が十
分に進まないまま退院していく方もいた。退院
してからの患者様の生活を知ることは難しく、
実際に栄養について在宅に介入していくことは
難しい印象があった。NST活動を行っている方
からのお話を聞くことができ、食の支援をしっかり
考えていく必要があると思った。
・今、ちょうど入居者（認知症）の食支援に悩
んでいるところだった。本日の研修を活かし、
「食べることの楽しさ、幸福さ」を頭に置き、生
活を支えたいと思えた。

・それぞれの職種の働き、連携の仕方がわ
かった
・食の支援の取り組みについて、とても参考
になり、在宅でも多職種と連携をとり支援
することで、できないことができるようになった
と本人の意欲にもつながり、よい取り組み
だと感じた。看取りに向けての支援も最近
は多く、在宅で頑張っているため、その方
達が最後まで食を楽しめるような支援など
も聞きたかったと思う。
・食べられる事が大事だということの再認識
・食欲のない、食べられない原因はいろいろ
あると思うが、「たべるを支援し隊」の取り
組みが参考になった

問8 今回の在宅あるある会に参加して、“食支援”についてどう思われましたか。

取り組みたいと思った
4人
(8%)

さらに知識を深めたいと
思った
26人
(51%)

興味を持った
21人
(41%)

取り組みたい（関わ
りたい）と思った

6人
(14%)

さらに知識を深めたい
と思った
18人

(43%)

興味を持った
18人

(43%)

第5回 在宅あるある会 第2回 多職種学習会（R4.12月開催）
講演
『地域一体型NST「高齢者」の食支援〜「食べる力」を高める多職種連携を構築する〜』

問9 患者・利用者の食支援に関して経験した困った状態・状況を教えてください。
（複数回答可）

単位（人）

27

26

20

17

16

15

15

14

14

14

13

13

12

12

8

3

1

30

20

22

19

16

9

10

13

14

12

14

5

14

7

6

5

0 5 10 15 20 25 30 35

認知症である
入れ歯がないと噛みにくい、入れ歯が合っていない

誤嚥性肺炎を繰り返している
食事中によくムセる

食べることに興味がない
食事の支度（調理）が十分にできない環境
意識レベルの低下や注意力の低下がみられる

口腔内が乾燥している
飲み込みづらい

神経・筋疾患（パーキンソン病・ALS・重症筋無力症等）である
食形態が合っていないと思われる
食事メニューが単調で偏っている

脳血管障害（既往も含める）である
本人・家族から必要性と理解を得られない

短期間で体重が減っている
口腔や咽頭に炎症や腫瘍がある（手術した既往も含める）

その他

第5回在宅あるある会
第2回多職種学習会

・歯科受診の難しさ
（移送手段、介護力の低下、付き添い者の人材不足）
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問10 どのような連携場面で食支援が必要だと思いますか。（複数回答可）

単位（人）

34

26

19

16

16

11

11

9

6

40

28

18

30

21

17

14

10

15

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

多職種カンファレンス

介護サービス事業所との連携

配食サービス事業所との連携

医科歯科連携

病院と食事を提供している施設との連携

病院と診療所との連携

病院地域連携室との連携

行政機関・保健所等との連携

調剤薬局との連携

第5回在宅あるある会
第2回多職種学習会

問11 どのような職種との連携が食支援に必要だと思いますか。（複数回答可）

単位（人）

34

33

32

31

31

28

26

26

18

18

17

11

35

41

38

45

36

40

34

28

22

26

23

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

訪問看護師

かかりつけ医

栄養士

歯科医師・歯科衛生士

ヘルパー

ケアマネジャー

リハビリ職

家族

薬剤師

食事を提供している機関の調理担当者

病院医師

病院・診療所看護師

第5回在宅あるある会
第2回多職種学習会

問12 医師

今回の在宅あるある会に参加し、在宅医療に対してどう思われましたか。
問13 医師以外

拡充したいと思った
1人

(33%)

興味を持った
2人

(67%)

取り組みたい
と思った

4人
(10%)

さらに知識を深めたいと思った
23人

(59%)

興味を持った
12人

(31%)

問14 今後、開催してほしいテーマ研修はありますか。（複数回答可）

単位（人）

19

19

19

15

11

10

9

0 5 10 15 20

在宅医療にかかわる多職種連携について

在宅医療にかかわる情報共有について

病院と施設と在宅にかかわる機関との連携について

在宅での看取り・緩和ケアの実態

在宅医療に関わる職種の教育について

地域でできる食支援について

在宅でできる検査・処置について

第5回
第4回
第3回
第2回
第1回
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問15 今後、在宅あるある会で取り上げてほしい内容があればご記入ください。

• コロナ禍でもあるが、連携の場があるといい
• 在宅医療のコストの算定について教えてほしい
• 認知症状進行みられる方の、独居生活を続けていく為の支援について
• 訪問診療の医師が担当人数的に対応できないが、在宅療養を希望している場合
• 嚥下障害のスクリーニング

問16 その他、在宅あるある会についてのご意見、ご質問があればご記入ください。

• いつもいろんなテーマで開催いただき感謝申し上げます。
今回は自分にとってはわからないことでしたが、現場では必要な情報だと思います。
わからない者にでも学びの機会を与えていただきありがとうございました。

• できるだけ参加したいと思います。


